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(1)　全国の需給見通し

平成２３年 平成２７年

① ② 人数 増減率

1,404,300 1,500,900 96,600 106.9%

1,348,300 1,486,000 137,700 110.2%

△ 56,000 △ 14,900

96.0% 99.0%

平成２３年 平成２７年

① ② 人数 増減率

16,579 17,534 955 105.8%

① 病　　　　　院 10,909 11,478 569 105.2%

② 診　　療　　所 2,528 2,579 51 102.0%

③ 助　　産　　所 31 35 4 112.9%

④ 訪問看護ステーション 277 299 22 107.9%

⑤ 1,812 2,042 230 112.7%

⑥ 293 344 51 117.4%

⑦ 看護師等学校養成所 216 228 12 105.6%

⑧ 保健所・市町村 405 404 △ 1 99.8%

⑨ 事業所、研究機関等 108 125 17 115.7%

16,203 17,485 1,282 107.9%

⑩ 年当初就業者数 15,875 17,169 1,294 108.2%

⑪ 新卒就業者数 449 449 0 100.0%

⑫ 再 就 業 者 数 1,293 1,410 117 109.0%

⑬ 退職等による減少数 1,414 1,543 129 109.1%

△ 376 △ 49

97.7% 99.7%

需要見通しと供給見通しの差

介護保険関係

（供給見通し／需要見通し）

(単位：人、常勤換算）

社会福祉施設、在宅サービス
（⑤を除く）

(2)　石川県の需給見通し

需　要　見　通　し

区  　　　　　分
増減（②－①）

(単位：人、常勤換算）

増減（②－①）

第 七 次 看 護 職 員 需 給 見 通 し に つ い て

供　給　見　通　し

１　概要

２　第七次看護職員需給見通し

需　要　見　通　し

供　給　見　通　し

需要見通しと供給見通しの差

（供給見通し／需要見通し）

区  　　　　　分

行った調査等をもとに、需給見通しを概ね５年ごとに策定しているもの

(平成22年12月公表)

期間：平成２３年～平成２７年

　このたび、国において、第七次看護職員需給見通しが発表されました。県としては、今回の需給見通しによる看護職員の

　確保が着実に進展するよう、今後とも、看護職員の養成・定着の促進、再就業の支援に積極的に取り組んでまいりたいと

　考えております。

看護職員の計画的、安定的な確保を図るため、国において各都道府県が


